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プロジェクトの概要

プロジェクトのキークエスチョン（重要な問い）

移住検討者を交えた現地プログラム

桐生市の移住・定住促進に向けた方向性 
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ロフトワークについて
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プロジェクトの背景と狙い

群馬県桐生市では、「桐生市人口ビジョン」で掲げる、“目標と
する将来人口”の達成に向け、桐生市版の総合戦略に基づく取り
組みを推進。 

本プロジェクトでは、 

店舗開業を伴う「移住・定住の促進」  
に資する、取り組みの方向性を示す。 
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プロジェクトの目的

店舗開業を伴う「移住・定住の促進」に資する、 
地域の特性、ユニークな価値・魅力の発見

01

店舗開業を伴う「移住・定住の促進」を実現する、 
桐生市の特徴を活かした取り組みの方向性を示す 
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プロジェクトの進め方

プロジェクトの 
キークエスチョン 

（重要な問い） を設定

移住検討者を交えた 
現地プログラムの実施 

移住・定住の促進に 
向けた取り組みの 
方向性を検討 

Step 1 Step 2 Step 3
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一般的に存在する、移住・定住実現までの象徴的な5つの壁について

訪問

移住候補地として知られているのか

移住検討を目的に足を運んでもらえているのか

地域の人たちとの関わりを持つことができるのか

その地域での仕事はあるのか 
または、その土地からでも仕事ができるのか

その土地に住むイメージは湧いているのか

関わり

仕事

住まい

認知
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他地域における、移住・定住実現までの象徴的な5つの壁の流れ

認知 訪問 関わり 仕事 住まい

地域への訪問まではスムーズだが、「まちで暮らす人との関わり」を持つことに一
定のハードルがある。リアルな声を聞く機会が少ないため、その後の仕事や住まい
の想像が難しい。
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3つのキークエスチョン

移住検討者への「認知」や
「訪問」につながる「桐生の
魅力」とはどういったもので
あり、どうすれば届くように
発信・表現できるだろうか？

01

認知 訪問

関わり 仕事

住まい

移住検討者が桐生市内の人々
と「関わり」を持つために
は、どのような機会が重要な
のだろうか？

02
移住後の「仕事」や「住ま
い」における懸念点にはどの
ようなものが存在し、どのよ
うに解消できるのだろうか？
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認知 訪問

関わり 仕事

住まい

認知 訪問

関わり 仕事

住まい
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プログラムの流れ

フィールドワーク 座談会 取り組みの方向性を検討

Step 1 Step 2 Step 3
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訪問した場所

handler

桐生駅

新桐生駅

革ひと

Bruxism

ごずこん

komugi
さくげつ

kasane

uraraka
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フィールドワーク

フィールドワークでは、『クリエイティブチーム』と『飲食系チーム』の２チームに分かれて各4箇所のお店や工房へ訪問し
た。それぞれの訪問先で、リアルな先輩移住者の働きぶりや暮らしぶりを見ることができた。
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座談会

座談会では、参加者それぞれが感じている「移住する上での、気になることや悩み」をシェア。 
むすびすむ桐生のコーディネーターや先輩移住者、市役所職員がそれぞれの疑問に答えた。
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参加者の感想

移住検討者への「認知」や「訪問」につながる「桐生の魅力」とは 
どういったものであり、どうすれば届くように発信・表現できるだろうか？

キークエスチョン 01

一方通行ではない所がよか
った。はとバスツアーのよ
うに、ただ移動してその場
で話を聞いて、はい次とい
うことでなく、移住したい
人の質問や疑問に思ったこ
とを直接聞けてよかった。

もう少し世代に偏りがある
のかなというイメージがあ
ったが、幅広い世代の方々
が生活されているのだなと
いうことがわかった。

移住者に優しいと思ってい
たが、今回参加させていた
だいて移住希望者に対する
接し方の優しさが、より深
いと感じた。
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移住検討者が桐生市内の人々と「関わり」を持つためには、 
どのような機会が重要なのだろうか？

色んなタイプの工房や店舗
を実際に訪れてお話を聞く
ことが出来たのがとてもよ
かった。

実際にその人のいる空間へ
様々な方と足を運んだこと
で、自然とコミュニケーシ
ョンが生まれたところが良
いなと思いました。

参加者の感想

桐生にいるクリエイターの
方々の、普段いる空間で
色々なお話を聞くことがで
きたことがよかった。

キークエスチョン 02
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移住後の「仕事」や「住まい」における懸念点には 
どのようなものが存在し、どのように解消できるのだろうか？

役所の方がまた一緒に同行
していただけるなら、助成
金や補助金などのお話しし
てもらえる時間があれば、
より移住へのイメージがし
易くなるかも知れないと思
いました。

むすびすむの方々をはじ
め、積極的に色々な角度か
ら仕事や暮らし方のお話を
していただけて、とても参
考になりました。

この現地プログラムに参加し
て、移住された方からの実
体験を聞けたことで、前よ
り桐生で暮らしたり働いた
りするイメージが湧いた。 

参加者の感想

キークエスチョン 03
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プログラムを通して発見した重要な示唆 ①

移住検討者への「認知」や「訪問」につながる「桐生の魅力」とはどう
いったものであり、どうすれば届くように発信・表現できるだろうか？

•桐生は、地域の人たちとの繋がりやすさや移住希望者に対する接し方の優しさがある。

•複数人でまちを巡ることで、客観的な視点を得ることができて、1人で訪れる以上の気づき
が生まれる。

•複数のお店を知ることで、点ではなく面としての桐生を知ってもらうきっかけになる。

•移住コーディネーター間や移住コーディネーターと地域の連携・コミュニケーションの強化
が必要。

得られた発見・示唆

•観光で訪れた後に、一度きりではなく何度も足を運びたくなる仕掛けを作ることが重要。

キークエスチョン 01
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プログラムを通して発見した重要な示唆 ②

移住検討者が桐生市内の人々と「関わり」を持つためには、 
どのような機会が重要なのだろうか？

•移住検討者に対して、出会う人たちが関わり・つながりを生み出す「お節介」「世話焼き」
な感覚や仕掛けが重要になる。 

•オンラインとオフラインで発信する情報を棲み分け、現地でしか経験できない体験を意図的
に生み出す。

•店舗のオーナーや先輩移住者の顔が見える仕掛けを作ることで、移住検討者にとって話しや
すい環境を作る。

得られた発見・示唆

キークエスチョン 02
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プログラムを通して発見した重要な示唆 ③

移住後の「仕事」や「住まい」における懸念点には 
どのようなものが存在し、どのように解消できるのだろうか？

•観光などの訪問だけではなく、一定期間滞在して、商いや暮らしに関するイメージをつかむ
ための仕掛けが必要。 

•ネットや新聞など、外向きに発信されていないリアルな声を交換できる場があると良い。

•市と民間では移住検討者に対してサポートできる内容が違うため、官民連携の棲み分けが　　　
重要になる。

得られた発見・示唆

•自分たちが移住 / 開業した際に、先輩移住者のようにうまくやっていけるかという不安がある。

•助成金や補助金など、お金に関して不安に思う気持ちがある。

キークエスチョン 03
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移住動向の変化

住まい
25%

地域の人との関わり
25%

仕事
50%

プログラム「参加前」の心境

桐生移住の検討にあたって、最も
ハードルの高さを感じていることは？
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移住動向の変化

住まい
25%

地域の人との関わり
25%

仕事
50%

プログラム「参加前」の心境

桐生移住の検討にあたって、最も
ハードルの高さを感じていることは？

プログラム「参加後」の心境

はい
100%

桐生の街や人と、関わりを
作ることができたか？

どちらでもない
20%

はい
80%

桐生で暮らしたり働いたりする
イメージを持てたか？
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プログラム「参加後」の心境

はい
100%

桐生の街や人と、関わりを 
作ることができたか？

どちらでもない
20%

はい
80%

桐生で暮らしたり働いたりする
イメージを持てたか？

• 役所の方ともお知り合いになり、移住に対する熱意が
感じる事が出来たから。

• むすびすむの方々をはじめ、積極的に色々な角度から
仕事や暮らし方の形のお話をしていただけて、とても
参考になった。• 実際にその人のいる空間へ様々な方と足を運んだこと

で、自然とコミュニケーションが生まれていた。次の
機会に、自分の足で訪れやすくなった。

• また桐生に訪れて、お店の方々に会いに行きたいと
思った。

• 桐生の方たちの傾聴してくれる姿勢がとても嬉しく、
自分の思いも率直に話せた。応援してくださることが
肌で感じられて本当にあたたかな街だと思った。

• 移住された方からの実体験を聞いて、前よりイメージ
が湧いた。

• 色々な方と交流をし、考え方が自分たちと似ているこ
とがわかり、桐生市に移住するイメージが浮かんだ。

• 桐生に来て「街」という概念が変わった。ただ住むだ
けの街ではなく、“ほどよく繋がり、自分の居場所と
なる「街」”だと思った。
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他地域における移住までの流れ

桐生における、移住までの流れ

認知 訪問 関わり 仕事 住まい



29

認知 関わり

仕事

住まい

他地域における移住までの流れ

桐生市ならではの移住までの流れ

訪問

桐生における、移住までの流れ

認知 訪問 関わり 仕事 住まい
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今後の桐生市移住促進向けた方向性について

桐生の「問い」を生み出す

どうしたら織物文化を
次代に残していけるの

だろうか？

桐生を移住先として認
知してもらうために

は？

桐生ならではの特
産品を作るには？

チャレンジしたい人
を受け入れる基盤を

どう作る？

空き家のうまい
活用法は？

地域で暮らす人

地域外で暮らす人

地域の想い
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単線的な解決策

課題 施策

家がない！ 家を建てよう！
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問いから生まれる多様な可能性

課題 施策問い

この空き家を活用できないだろうか ？家がない！

案内できる人はいないか ？
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認知 関わり

仕事

住まい

訪問

取り組みの方向性の具体例①

桐生の未来につながる問いを生み出す
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取り組みの方向性の具体例①

Idea
地域の問いをソウゾウするワークショップ
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本プログラムで見つけた、桐生における「問い」

関わり・つながりを生み出す 
仕掛けはどうつくる？ 

移住につながるような 
移住体験機会を創出するには？
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認知 関わり

仕事

住まい

訪問

取り組みの方向性の具体例②

関わり・つながりを生み出す仕掛けをつくる 



38

取り組みの方向性の具体例②

Idea
お店や人同士をつなげるツール
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認知 関わり

仕事

住まい

訪問

取り組みの方向性の具体例③

移住につながる移住体験機会を創出する
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取り組みの方向性の具体例③

Idea
一定期間滞在し、暮らしや商いを体感する仕掛け 
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